
日本では多くの学校が制服を採用していることから、学生時

代に制服を着ていた人が多く、制服の普及率も高いようです。

では、実際はどれくらいの人が制服を着用していたのでしょ

うか？今回は、全国の２０歳以上の男女を対象に、学生時代の

制服の着用経験の有無や、自身が着ていた制服の印象につい

て伺いました。

学生時代に制服を着用したことが「ある」という人は、女性９５．９％、男性９５．１％、全体９５．５％と、２０歳以上の男女の大
多数が制服の着用していたと回答しています。

【図１】　あなたは学生時代に、学校制服を着たことがありますか？（単数回答）

制服の着用経験の有無Q

調査対象 : 全国の２０歳以上の男女１,２５５人
調査方法 : インターネットリサーチ
実施時期 : ２０１２年９月
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【図２】　あなたが着ていた学校制服について、今振り返ってどのように思われますか？（単数回答）

自身が着ていた制服について、「とても良い」「まあ良い」を合わせると全体の５割以上が良いと回答していますが、女性は「あま

り良くなかった」「悪い」を合わせた回答が約３割になり、男性に比べて制服に対する評価が厳しいようです。良かった理由とし

ては、「毎日着る服を考える必要がない」、「おしゃれにお金がかからない」、「気分が引き締まってよい」などの意見がありまし
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■良かった理由

・毎日着る服で悩まなくていいから。（男性２０代）

・学生の時にしか着られないから。（女性２０代）

・青春って感じ。（男性３０代）

・おしゃれにお金がかからない。（女性３０代）

・服装にお金がかからない。（男性４０代）

・私服の心配をしなくていいから。（女性４０代）

・気分が引き締まってよい。（男性５０代以上）

・伝統的な制服で自分の学校の象徴だったから。

（女性５０代以上）

■良くなかった理由

・制服が重いので疲れる。（男性２０代）

・学生服っぽくなかったから。（女性２０代）

・ダサかったから。（男性３０代）

・動きにくいし、洗いにくい。（女性３０代）

・詰襟だったので、首元が苦しかった。（男性４０代）

・かわいくなかった。（女性４０代）

・１着しか持っていないため洗濯があまりできず、衛生的

でない。（男性５０代以上）

・プリーツスカートのヒダを寝押しするのが面倒だった。

（女性５０代以上）
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まとめ
在学中は、あたり前のように着用していた制服でも、卒業してから振り返ってみると、また違う印象や思いもあるようです。

今回の調査では、２０歳以上の男女を対象に学生時代の制服の着用経験の有無を伺ったところ、女性９５．９％、男性９５．

１％、全体９５．５％が制服を着用していたという結果となり、制服の普及率は非常に高いということがわかりました。また、学

生時代に自身が着用していた制服の印象については、「毎日着る服を考える必要がない」、「おしゃれにお金がかからない」、「気

分が引き締まってよい」などの理由から全体の５割以上が「良い」と回答していましたが、「制服が重いので疲れる」、「動きにく

いし、洗いにくい」、「かわいくなかった」などの不満の声も聞かれました。特に女性は制服への関心やこだわりが強いようで、男

性に比べて制服への評価が厳しくなる傾向が見られました。

良い制服の条件は、タイプ・デザイン・カラーといった見た目の印象以外にも、着心地や機能、お手入なども重要な評価ポイン

トになっているようです。

kanko ホームルームは、学生を取り巻く環境や子どもたちの意識・ライフスタイルについて、
多角的に調査・分析し、その結果をお届けしています。
ホームページでは、今回ご紹介した調査データ以外にも様々な情報を掲載しております。

http://ozaki.jp/homeroom/

kanko ホームルーム ～学生を読み解くデータ集～
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